
        小牧幼稚園 園だより 第４０４号  ２０２５年９.１０月 

       教育目標「神を敬い 人を愛し 平和を作り出す子どもを」 

         年主題「ともに」 

         年聖句「わたしはあなたと共にいる」イザヤ書４３章５節 

  けやき 

 

 盆が明けると「残暑お見舞い申し上げます」と例年ならご挨拶するところですが、

今年の夏は、まだ「暑中お見舞い申し上げます」と言いたくなります。よくご紹介す

る、旧暦の「二十四節気」では、今の新暦で云うと９月８日頃になりますが「白露」

という季節で、秋分の１５日前にあたり秋の気配が感じられる時期に入ります。草木

の葉が白い露に濡れる事を意味しているそうです。今日も園庭には、子どもが遊べる

ような、秋の気配がなく、冷房の効いた、室内で、絵本を読んだり、積み木をしたり、

作り物をしたりして過ごしています。今年のプールの片づけは、例年より遅くしまし

たので、しばらく外遊びは、プールのみとなり園庭での、運動会ごっこの始まりは随

分遅くなりました。暑さが収まり、子どもが自身が体で秋の気配を感じだすと、自然

に運動会ごっこが始まり、夏の暑さでなまった体を解きほぐそうと動き出し始めます。

その前に、保育者がその環境を準備し、子どもが動き出すのを待っています。 

 この例年の暑さを考え、運動会の予定も今年は遅くなっていますので、その後の子

どもが楽しみしている、秋の行事も例年と同じだけあります、１２月のクリスマス会

まで詰まっていますが、子どもの負担にならない行事にしていきます。 

 

☆小牧市より、４月から８月までの給食「副食費」の補助金が出ます。但し、全家庭

に出るのでなく、次記の家庭が対象になります。 

①現在第３番目以降の子どもが通園している。 

②生活保護世帯又は里親。 

③父母の市民税所得割額合計が７７，１０１円未満。 

④父母の前年度所得が６０万円未満。 

 その条件を満たした家庭が、小牧幼稚園の場合は、一か月の給食費の半額を副食費

として、１，２５０円が補助されます。対象となる家庭の名簿を市から頂いているの

で、９月２日以降に対象家庭に書類一式を持たせていますので、申請をしてください。

対象になると思われ、書類が届かないときは、園まで問い合わせてください。 

〇問い合わせは、園又は小牧市子ども未来部幼児教育・保育課まで。 

 

なお、同時に小牧市の「預かり保育」の補助申請書類を、対象園児家庭（２号認定）

に配布しています。 

 

☆両方とも、申請締め切りをお守りください。 

 



９・１０月の給食メニュー 

 ９月 ２日（火） チョコクリームパン ソーセージ スイカ 

    ４日（木） カレーライス ジュース 

    ５日（金） 五目冷や麦 スイカ 

    ９日（火） 鳥の唐揚げ 黒糖クロワッサン 果物 

   １１日（木） 冷やし中華 果物 

   １２日（金） ひじきご飯 果物 

   １６日（火） デニシュミルクパン ソーセージ 果物 

   １８日（木） けんちん丼 果物 

   １９日（金） カレーうどん 果物 

   ２５日（木） 焼きそば 果物 

   ２６日（金） ベーコンピラフ 果物 

   ３０日（火） クロワッサン 手作りコロッケ 果物 

１０月 ２日（木） デニシュパン ソーセージ 果物 （木）ですが、パンです 

    ３日（金） カレーライス 果物 

    ７日（火） 中華五目御飯 果物       （火）ですが、ご飯です 

    ９日（木） きのこご飯 果物 

   １０日（金） けんちん丼 ゆかりご飯 果物 

   １４日（火） デニシュパン ソーセージ 果物 

   １６日（木） 五目うどん 果物 

   １７日（金） 麻婆茄子丼 果物 

   ２１日（火）   遠足（給食はありません） 

   ２３日（木） ハヤシライス 果物 

   ２４日（金） 五目御飯 さつま芋の天ぷら  

   ２８日（火） 鳥の唐揚げ クロワッサン 果物 

   ３０日（木） 黒糖クロワッサン 果物 

   ３１日（金） 「収穫感謝祭」パーティー 豚汁 お芋ご飯 果物 

☆ゆかりご飯の「ゆかり」は厚子先生の手作りです。６月に梅を漬け赤紫蘇を加

え、盛夏にみどり組の隣の屋上で太陽にあてます。みどり組は梅干しの匂いがする

と騒いでいました。 

★食材によりメニューが変わることも有ります。 

 

☆来年度の入園予約が始まりました。入園受付は１０月１日になりますが、受付時の

混雑防止のため９月１日より、入園予約を行っています。 

 

☆園長が退院して、仕事をしています。ご心配をかけすみませんでした。 

この夏で７５歳になり、まだ悪いところばかりですが、少しづつ、仕事を続けていき

たいと思います。また、前号の園だよりをHPでご覧くださり、卒園生のご家庭から

もお見舞いの言葉を頂いています。ありがとうございました。 


